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よしかい あきら

吉開 章
一般社団法人やさしい日本語普及連絡会 代表理事

やさしい日本語ツーリズム研究会 代表

やさしい日本語で、やさしい世界を。

2023年4月以降の活動の報告

特別後援
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2023年4月1日、一般社団法人やさしい日本語普及連絡会設立

①社会的提言
やさしい日本語の啓発に民間の立場から携わるも
のの意見をまとめ、行政や関係者などに広く提言
していきます。

②普及者の交流・研鑽・育成
会員間の交流を深め、セミナーや勉強会などを開
催することで、ノウハウや課題意識を共有し、会
員の活動に生かします。

③やさ日関連情報発信
やさしい日本語に関するニュースや情報を集約し
発信していきます。非会員の方も参加できるセミ
ナー・講演会なども開催します。

やさしい日本語普及に
取り組む団体を組織化

個人会員は現在『入門・
やさしい日本語』認定講
師に限定

法人会員一覧 ミッションステートメント
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実現したいこと

●１億2000万人にやさしい日本語を広げることを目標
・必要な場面では、誰もがハサミの法則を想起・実践へ
・「書き換える」から「説明する」技術へ

●やさしい日本語は、外国人のためだけではなく、
言語の問題だけもない、という考え方を広げる

・様々な背景を持つ全国の『入門・やさしい日本語』認定講師
の方々とともに、言葉の壁が低い社会を実現へ



©Akira Yoshikai 4

やさしい日本語は、［ AED ］のようなもの

心停止している人を見つけたら、
通報後「AED」の存在を思い出す

外国人と話すことになったら、英語ではなく
まず「やさしい日本語」の存在を思い出す

83.4%の日本人がAEDが何か知っている
36.9%の日本人が訓練したことがある AEDの認知率と訓練体験を目標
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AEDが万人の「常識」になったのは、「シンプル」で「だれでも実践可能」だから

https://www.aed-life.com/information/use/

AED
開けて・貼って・ボタンを押すの
３ステップで、だれでもできる
心停止者への救急救命
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はっきり

さいごまで みじかく

やさしい日本語を万人の「常識」にするには、なにより「シンプルさ」が必要

やさしい日本語
はっきり・さいごまで・みじかく言う
「ハサミの法則」で、だれでもできる
言葉に壁のある人たちへの緊急対応
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実現したいこと

●１億2000万人にやさしい日本語を広げることを目標
・必要な場面では、誰もがハサミの法則を想起・実践へ
・「書き換える」から「説明する」技術へ

Instagram（YouTubeショート）
「やさ日３文クッキング」
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２日に１セット６キーワードを公開中

学校生活編 和製英語編 毎日使う物編 建物編 赤ちゃん編
子育て編 乗り物編 遊具編 防災グッズ編 履き物編 
妊娠出産編 家電編 居酒屋編 仕事編 保育園編 電車の駅編 
国・地域編 料理・台所編 大学入試編 病院編 仕事編 
旅行準備編 道路標識編 ドラゴンボール編 ピアノ教室編
映画ドラマ編 学校生活編 スポーツ編 防災編

Instagram

YouTube
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入管庁「生活・仕事ガイドブック」用語集を３文化
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（ ）

① です。
② ます。
③ ます。

は何ですか？

クイズ 説明

楽しいクイズ形式で、「説明」のトレーニング
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実現したいこと

●１億2000万人にやさしい日本語を広げることを目標
・必要な場面では、誰もがハサミの法則を想起・実践へ
・「書き換える」から「説明する」技術へ

●やさしい日本語は、外国人のためだけではなく、
言語の問題だけもない、という考え方を広げる

・様々な背景を持つ全国の『入門・やさしい日本語』認定講師
の方々とともに、言葉の壁が低い社会を実現へ
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日本音声言語医学会総会・学術講演会で特別講演（来週）

講演タイトル

音声言語の諸問題を
「やさしい日本語」の視点から

見てみると
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日本語という音声言語の獲得支援が行き着く壁

対象 構音障害 ろう・難聴 外国人

言語聴覚士 日本語教師

サポート 学校教育

一般校教員ろう学校教員

日本語教育

健常者・母語話者と同等に話せるようになるのはほぼ不可能
↓

社会が多様な発声をどう受け入れるかが問題

音声言語の諸問題は、社会的・人的障壁に帰着する
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多様な話し方をする人たちとコミュニケーションするときの心構え

①「日本語（音声言語）が苦手な人がいる」ことを知る
②それを自然なこととして受け止める
③「第三者返答」をせず、直接話す
④日本語を自由に使える人の方が日本語を調整する

様々な領域の方々と連携し、本気で
１億2000万人の「やさしい せかい」

を実現していきます
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『入門・やさしい日本語』認定講師 第６期募集中！

岩手県から参加があれば
ついに47都道府県制覇!!


